
食肉への注射針の残留事故
が発生しました
令和７年５月19日、根室管内と他２管内から出荷
された牛で注射針の残留事例がありました。
注射針は工場において食肉の加工処理中に発見され、
複数頭のロットのため、個体の特定はされませんで
したが、治療時に注射針の残留が生じた可能性があ
ります。

【残留事故防止のポイント】
・注射する際は家畜を確実に保定
・曲がった注射針は使わない
・注射針の破損を確認したら速やかに除去
【注射針が残ってしまったら（可能性も含め）】
・注射部位にマークを付け、出荷時まで識別
・飼養者には出荷先等に残留の情報伝達を指導

今回発見された注射針
（長さ約40mm）
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